
ヴ ィク トリア朝 のユ ダヤ人像

ステ レオタイプ の成 り立 ち

松 村 昌 家

(1)ユ ダ ヤ 人 フ ェ イ ギ ン

ヴ ィ ク トリア 朝文 学 の世 界 にユ ダヤ 人 と して描 か れ て不 朽 の名 を とどめ て い る人物 を

あげ る とすれ ば 、 まず フ ェ イギ ンの名 が浮 か ん で くる であ ろ う。

フ ェ イギ ンはチ ャー ル ズ ・デ ィ ケ ンズ の 『オ リヴ ァー ・トゥイス ト』(1837-38)に 、
プリンス　オヴ　ダ　クネス

悪の世界 を支配す る、「暗 黒界 の君 主」的人物 として登場 し、作品全体の緊張感 を支 え

る重要 な役割 を演 じている。腕 っぷ しの強い、暴力 の固ま りのようなビル ・サ イクスで

さえ、彼の前 では思わず ひるんで しま うほ どであ る。 まるで悪魔の ように、抗 い難 い恐

ろしさをそなえた老人なのであ る。

事実、デ ィケンズが悪魔 のイメー ジを念頭 において、 フェイギンを描 いたことは、例

えば、 エ ドウィン ・ビューや 降 一リア ト・レイン(2世)な どによって、早 くか ら指摘

されている とお りだ。彼は搬 だらけの険悪 な人相の顔 と、 もつれた赤ひげを垂 らした老

ユ ダヤ人 として、最初 に私 たちの前に姿 を現すが、 この赤ひげが一つの象徴的な意味 を

もっているこ とに注 目しよう。 モンタギュー ・フランク ・モダーの 『イギ リス文学 にお

けるユ ダヤ人』(1944)に も述べ られて いるよ うに、赤 ひげは、ユダヤ 人の特徴 として

描かれ るようになる前 に、中世 の舞台で、悪魔 がつけ る一つの小道具 となっていたので
1)

あ る。

そ して、その点ではディケ ンズが彼 を 「老紳士」 あるいは 「陽気な老紳士」 と名づ け

てい るのに も注意 を向け る必要があ る。 シェ クスピアの 『リア王』 にあるよ うに、「老

紳士」 は、先 にあげた 「暗黒界の君主」 と同 じく悪魔 を意味す る腕 曲語 であった し、エ

ドウィン ・ビューに よれば、 そのユー フェ ミズムは、19世 紀 を過 ぎて20世 紀に入 ってか

らも、用 いられていた とい うこ とである。

『オ リヴァー ・トゥイス ト』第8章 におけ るフェイギン登場 の場面の描写 で
、 もう一一

っ見落 としてならないのは、干 し物掛 けにた くさんの絹のハ ンカチがかけ られてお り、

彼が それに少 なか らぬ注意 を払 ってい る様子が描かれているこ とである。 これ らの絹の
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ハ ンカチに払われ る彼 の注意が何 を意味す るのか は、次 に夢 うつつの状態 のオ リヴァ

ー ・トゥイス トの前 に展 開され る驚 くべ き光景 によって、次第に判明 して くる。つ まり

フェイギンは隠 してあった秘密の小箱か ら、何個 もの金時計や指輪、ブ レスレ ッ トな ど、

いろいろな宝石 ・貴金属類 を取 り出 し、満面に喜色 を浮かべ なが ら熱心に見入 るのであ

る。

この場 面は きわめて印象深い。 フェイギンが住 んでいるのは、サフロン ・ヒルの路地

の奥、セ ン ト・ジャイルズ と並 んで、「ル ッカ リー」(み や まが らすの群れ)の 異名 をも

つ貧民長屋の一軒だ。 むさ苦 しいこ とこの上 ない巣窟の 中で、眼 も くらまんばか りの こ

れ らの宝石 ・貴金属の輝 きは、 まさに幻想的なまでに異様 である。が、 これ らの品々は、

すべ てが盗品であるこ とが、 フェイギンの独 り言 を通 じて明 らか にされるのであ る。干

し物掛 けにかか っている絹 のハ ンカチ も、 もちろん盗品 手下 の少年掬摸 団がす って

きたものである。 ディケ ンズは悪魔 の狡知 と陰険さ とをもって、盗品故買 を生業 とす る

一方 で少年掬摸 を育成 し
、 自己の利害に徹 した極悪非道の人間 として、フェイギンとい

う人物 をつ くり出 して いるのである。

このこ とが、『オ リヴァー ・トゥイス ト』が刊行 されてか ら25年 の ちに、 ち ょっ とし

た波紋 を引 き起 こす ことにな る。

1863年6月 、 ディケ ンズは、彼が住んでいたタヴィス トック ・ハ ウスの借家権 を譲 り

渡 したユダヤ人事務弁護士、J.P.デ イヴ ィスの夫人 イライザか ら22日 付 の一 通の手紙

を受 け取 った。 イライザ ・デ イヴ ィスがデ ィケンズあての手紙 を書いた直接の動機 は、

被抑圧 民族救 済に尽 力 した、 ある女性活動家 を顕彰す るための募金 を依頼す るこ とであ

ったが、そこには殺 し文 句 ともいえそ うな、次の ような文章が添 え られていた。

広 い心 をもち、作 品を通 じて抑圧 を受けてい るイギ リス人のため に雄弁 に、そ して高

潔に訴えつづ けて いるチ ャール ズ ・デ ィケンズが、(中 略)軽 蔑 の対象 となっている

ヘブ ライ民族に対 し、悪意 と偏見 を煽 るよ うなこ とをなさったと言 われてお ります。

(中略)

フェイギンについては、一つ の片寄 った見方 しか成 り立 たないのだ と、わたしは思
コ 　

い ます。で もチャー ルズ ・デ ィケンズには生 きておられ るあいだに作者 として、分散
　 　 　 　

している とはいえ、一つにつながってい る民族 に及ぼ した重大 な間違 いに関 して、弁

明ない しは償 いを していただけ るもの と存 じます。

小説家 としてのディケ ンズの 困惑が想像 で きるよ うな文面だが、彼は作家 という立場 を

離れて、デ イヴ ィス夫人の言 い分 に も十分に耳 を傾 け る度量 と現実感覚 をもった人間で

あった。1864年5月 か ら65年11月 にかけて、分冊 月刊 された 『共通の友』 には、 ライア
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とい う善良 で高潔 な気質の老ユ ダヤ人 を登場 させ、 デ イヴ ィス夫 人あての手紙 には、

「(心情的 にはいつ もそ うであったよ うに)ユ ダヤ人 たち とは最 も良 き友 であ りたい」

(1864年11月16日 付)こ とを伝 えて、彼女の苦 言に応えているのである。

しか し、だか らといって、デ ィケンズがフェイギンを描いたこ とに対 して、後悔 した

り心 を痛めた と思 うのは、間違 いである。彼 はデイヴィス夫 人か らの第1信 を受け取っ

たあ と、1863年7月10日 付 でそれに対す る返信 を書 いたなかで、彼の創作 に関 してきわ

めて重要 なことを述べ ている。「『オ リヴ ァー ・トゥイス ト』 のフェイギンがユ ダヤ人 と

して描 かれて いるのは、ほか で もあ りませ ん。不幸に して、その物語 と関係のあ る時代
　 　 　

の なかでは、あの種の犯 罪者 は、ほ とん ど例外 な くユダヤ人であった とい う事実が あっ

たか らです。」

ここにい う 「あの種の犯 罪者」(thatclassofcrimina1)が 具体的に何 をさすのか、

この手紙には述べ られていないが、基本的 には盗み と盗品の故買 を意味 していることは、

間違 いない。 そしてその ような犯罪は、 ロン ドンにおけ るユ ダヤ人の生活が、歴史的に

古着商 と結 びつ いていた とい うの と、密接 な関係が ある。

(2)〈 オ ー ・ク ロ!〉 と ス ロ ッ プ ・ ト レー ド

ロン ドンのユダヤ人に よる古着商は、 イース ト ・エン ドのペ ティコー ト・レインを拠

点 としては じまった。それが いつの頃か ちは じまったのかは定か でないが、18世 紀初頭

にはすでに、 ロン ドンの街々 にユダヤ人古着商人 たちの 「オー ・クロ!」("0'Clo!"e

OldClothes!)と い う単調 な叫び声が聞 こえていたようである。お そら くはユダヤ人に

対す る反感や偏見 とも関わ ることなので、彼 ら古着商人の独 特のスタイルにつ いて もふ

れてお く必要があろ う。

もちろん品物 を入れ る大 きな袋 は不可欠だが、特 に際立 ったのは、裾 のだぶっいたフ

ロック ・コー トと頭 に乗せた三重の帽子 と手に もった一箇 の帽子、 そ して肩 まで垂れ さ

が った毛髪 と長 いひげであった(図1)。 この格好 は、 その異様 さゆ えに長 いあいだに

わた って一種 の固定観念 と化 し、 あ とか ら述べ るように、風刺 画専 門の週刊誌 『パ ン

チ』な どではユ ダヤ人その ものの表象 として、一つのステレオタイプ を形づ くるよ うに

なる。

もともと根 強い反感 があったところへ、怪 しげ な格好のユダヤ人古着商人が ロン ドン

の街 を隈 な く歩 きまわ るようになった。ヘン リー ・メイ ヒュー の 『ロン ドンの労働 とロ

ン ドンの貧民』(1861-62)第2巻 「街頭のユダヤ人」の項 によると、 あるときにはその

数 は千人に ものぼった とい う。彼 らに対す る偏見が増幅 された原因を、このような状 況

を通 じて想像 す るこ とがで きるのであ る。
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図1LondonCries.

ユ ダヤ 人 に対 す る偏 見 の種 類 は さ ま ざまだが 、 特 に古 着 商 に関 す る偏 見 が 生 じた背景

に は、二 つ の主 因が考 え られ る。一 つ は、 彼 らは、 こ との ほか金 銭 に対 す る執 着心 が 強

か った こ と。 これ はユ ダヤ商 人 に とって伝 統 的 な こ とで、 シ ェ クス ピア の 『ヴェ ニ スの

商 人 』 の モ チー フ に もな っ た。 そ して 第二 は、 「古 着 商 人 の 中 に は、盗 品 で あ る こ とが

は っ き り判 る よ うな値 段 で 品物 を買 う者 もい た」 とい うこ と、 で あ る。

今 の 引 用 は、ヘ ン リー ・メ イ ヒュー が 『モー ニ ン グ ・ク ロニ クル』 に寄 せ た 第14信

(1849年12月4日)に よ る もの だ が、 つ い で に、 これ につ づ く一 文 も訳 出 して お こ う。

「しか しなが ら、 〔品物 の 出所 に関 して〕 問答 は い っ さい しない とい う こ と、 品物 をで き

るだ け安 く買 い取 る とい うこ とが、 彼 らの規 則 であ った。」

冷静 な記 者 としての メイ ヒュー の この よ うな客 観 的 な書 き方 を、例 えば ロバー ト ・サ
2)

ウジーが 『イギ リス通信』第63信 においてユ ダヤ人 につ いて書 いてい る、次 の よ うな

文章 とを比較 してみ よ う。「この 〔下層 の〕ユ ダヤ人 たちの表向 きの主な仕事 は古着商

であるが、 同時に盗 品の故買 も行 っている。 またにせ金づ くりも稀 ではない。」

文章の上 でのニュアンスの違 いには、当然ユ ダヤ人に対す る考 え方や感情 の もち方の

違 いに通ず るであろう。考 え方や感情の もち方は、 さらに想像力の働 きとも関 わって く

るはずであ る。 そこで今 度は、 もう一度 デ ィケンズの方へ眼 を向けて、 『ボスのスケ ッ

チ集』 「情景編」 第6章 の 「モンマス街 の冥想」 におけ るユ ダヤ人古着商 に対 す る彼 の

感情 のあらわ し方 を見てみるこ とに しよ う。
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「モンマ ス街 の冥想」は
、若 き日のディケンズが書いた ロン ドンの古着商店街 ファン

タジー ともい うべ き名小品だが、 その冒頭 で彼は、 モンマス街に対 して懐 く好感 とは対

照的 に、ホ リー ウェルのユダヤ 人古着商店街に対 しては、あか らさまに嫌悪感 をぶ ちま

けている。 「ホ リー ウェル街 は嫌 いだ。赤い髪 と赤い頬ひげのユ ダヤ 人 どもが、誰かれ

な くひど く汚れた家 の中へ引 っぱ りこんで、無理や りに古着の中へ押 しこむの を見 る と、

本 当に嫌悪 を催す。」

ディケ ンズの想像 力の奥深 さを考 えれば、 この ようなユ ダヤ人古着商に対す る徹底 し

た嫌悪感が、 フェイギンとい う人物の創 造につ なが ったこ とは、十分 に考 え られ る。エ

ドウィン ・ビューが 『チャール ズ ・ディケンズの原型』 において、 アイキー ・ソロモン

ズ とい う名だたるユ ダヤ人故買人がフェイギンのモデル となった とい う説 を立てて以来、

い くつかの賛否両論がつづ いたが、 もっ と基本 的には、ユ ダヤ人古着商人に対 して、彼

の嫌悪感 は、彼の想像 力の中で、悪魔 的なイメー ジをつ くり出 していたのだ と考 えるべ

きであろ う。 あたか もP.B.シ ェ リーが 『ピー ターベ ル三世』(1819)に おいて、 イー

ス ト ・エン ド、 ウオ ッピングの 「スロップ ・マーチャン ト」 を、悪魔 と重ね合 わせてい
3)

るの と同 じである。

「ス ロップ ・マー チャン ト」 とい うのは
、安物既製服(こ の場合 は主 として船員用)

製造業者の ことで、以下述べ るよ うに、イー ス ト・エン ドにおけ るこの業界 を牛耳 って

い るのは、 ほ とん どが古着商上が りのユ ダヤ人 であった。 シェ リー がユ ダヤ 人ス ロッ

プ ・マーチ ャン トに悪魔の イメージを見た とす るならば、 それはちょうどデ ィケンズが、

フェイギンを 「老紳士」(=「 暗黒界の君主」=悪 魔)と して描 き出 しているの と共通 し

てい るこ とになるのであ る。

先 に言 った ように、いっ ときは千人 に も及んだロン ドンのユダヤ人古着商人が、19世

紀半 ば頃 までには約半数 に まで減 った とい うのは、彼 らのあいだにおけ る商売の システ

ムが変 わったか らである。

1830年 代 におけ る鉄 道時代の到来 とともには じまった流通機構 の変革に伴 い、ユダヤ

人社会 で も、新 し く活気 を帯 びは じめ た都市産業の市場 に参入す る傾向が高まった。 そ

して新 し く商人や製造業者 の コ ミュニティが形成 され ると同時に、呼び売 り行商人や雑

貨商人たちは、商店経営や製造業、商取 引に転職す る方向へ眼 を向けるよ うになったの

である。 といって も、 もちろん無限の可能性があったのではない。彼 らが進 出で きる製

造 ・販売 のセクター は、衣類、履物、果物 中心の食品、宝石 と時計製造、家具、 タバ コ

(特に葉巻 き)と いった業種 に限 られていた。

そ ういったなかで、ユ ダヤ人実業家の創設 になるとび きり大規模 な衣服仕立業者が、

ロン ドン とマンチェスター を拠点 として誕生 した。モーゼ ズ父子商会 と、ハ イヤム兄弟

商会 で、 ともに1832年 に開業、古着 に代 わ るもの として既製服 を安 い値段 で一般労働者
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に供給す るこ とをね らった企業 であった。すなわち先 に言 った 「スロップ」産業のは じ

ま りだが、以後彼 らは労働者 に対 して極力賃金 を抑 え、暴利 を貧 る悪徳商 人 として世間
ス ロ ッ プ 　 ト レ け ド スウ エツテ イン グ 　シ ステ ム

の注 目を集め るこ とになる。そ して既製服仕立業 は苦 汁労 働 制度 を代 表 し、両者 は同

義語 と見なされ るようになるのである。

そこで今度は、モーゼ ズ父子商会 に対す る偏 見 をむ き出 しに した ような風刺画 を、一

つ選び出 してみ るこ とに しよ う(図2)。 ジ ョン ・リーチがモーゼ ズ父子商会 の紋章 と

して描いた もので、1844年11月23日 付 の 『パ ンチ』 に掲載 され た。一見 してわか るよう

に、資本家 にの し上 がって得 意満面のモーゼ ズ父子 と、奴隷 のように働か されて貧困の

どん底 に陥っている苦 汁労働 者の コン トラス トを描 いてい る。上半分が 回転式になって

い るの は、上下の差 す なわち、搾取に よる上下 の落差 が ます ますひ どくな る可能性

のあ るこ とを示唆す る。

この絵には 「パ ンチの評言」 とい う見出 しのついた説明文 が添 えられているが、 その

中で最 も注 目すべ き点は、先にフェイギンとの関連 でふれておいたアイキー ・ソロモン

ズが引 き合 いに出され ているこ とだ。「もしわれわれの記 憶に間違 いがなければ、ア イ

キー ・ソロモンズは、名前 を頻繁 に変 えた。モーゼ ズ父子 ももちろん思いのままにそれ
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がで きるはずである。」

ア イキー ・ソロモンズが世 に聞 こえた盗 品故買人 であったこ とは、先に述べ た とお り

だが、その嫌疑 で捜索 を受けそ うになった とき、彼 はジ ョー ンズ とい う偽名 を使 って逃

亡 を図 ったこ とがあった。『パ ンチ』の文章 はその こ とを踏 まえて、モーゼズ父子商会

もいずれ同 じこ とをや らかすであろ うこ とを皮 肉った ものだが、1850年 代に彼 らは事実

マー スデ ンズ社 に、ハ イヤム兄弟商会はハ ルフォー ズ社に、名称 を変 更 した。 ただ し、

それは悪事 露見 とは関係 な く、両方 とも上 級市場へ進 出す るようになったか らである。

ジョン ・リー チはこのあ と、それこそ一度見 たら忘 れ られ ないほど肌寒 くなるよ うな

ユ ダヤ人既 製服仕 立商人に よる搾取労働 の光景 を、1845年 の 「『パ ンチ』暦」に描 いて

いる(図3)。 骸骨すがたの仕立職人集 団を監視 しなが ら葉巻 きタバ コを吹か してい る

資本家風の でっぷ りしたユ ダヤ人が描かれて いるの である。 「本年度 のバ ブルー 安 物

既製服」 とい う見出 しのついたキャプ ションには、次の ような文章 が添 えられている。

服 を買 うならモーゼ ズ父子商会の ものを。今 をときめ く仕立商だけ あって、 その
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仕 立てぶ りは有名 であ る。 その店 で買 った商 品が何 であれ、街 の小僧 たちで も一 目

で判 り、「あ っ、モーゼ ズの服 だ!」 と声 をは りあげ るこ とに よって、その商 品の

評判に花 を添える。 もう一つの特典 は、服 を頻繁 に取 り換 えねばな らないので、変

化が楽 しめ ることだ。つ ま りモーゼズの製品は、美 しいファッション服同様、す ぐ

に着 られな くなって しまうのである。

『ジ ョン ・リー チ そ の 生 涯 と作 品』(1891)を 書 い た ウ ィ リア ム ・パ ウエ ル ・ブ

リス も言 って い るよ うに、 既 製服 仕 立 業 者 の 中 には 、ユ ダヤ 人 に劣 らない くらい に 「搾

取 的」 な キ リス ト教徒 もい た はず で あ る。 に もか か わ らず、 ジ ョン ・リー チが こ とさら

にユ ダヤ 人 業 者 に的 を しぼ っ て この よ うな吸 血 鬼的 な悪 どさ を描 い て い る(第2巻30ペ

ー ジ)の は
、 その 当時 に お け る 『パ ン チ』 の ム ー ドを代 表 して い る とい え よ う。 「ジ ョ

ン ・リー チや ギルバ ー ト ・ア ボ ッ ト ・ア ・ベ ケ ッ トが ユ ダヤ 人社 会 に対 して抱 いて い た
　 コ 　 　 コ

愉 快 な偏 見 は、 人 情 家 の サ ッカ リー だ け で な く、 〔ダ グ ラス ・〕 ジ ェ ロル ドに もあ る程

度 共 通 す る特 徴 で あ っ て、疑 い もな く当時 の 一 般 的感 情 の あ らわ れ で あ った。」 と、M.

H.ス ピー ル マ ン は指 摘 して い る(『 《パ ンチ》 の歴 史』1895、103ペ ー ジ)。

しか し問題 は 、 「愉 快 な偏 見」 の存 在 そ の もの では な いか 。 ス ピー ル マ ン は、 リー チ

が描 い た よ うなユ ダヤ 人 に対 す る 「憎 悪 は実 はほ ん の表 面 的 な こ とか 、 あ るい は少 な く
マナ　ズ

とも、人間 よ りも習慣 に向け られた ものであった」 とつけ加 えているが、 これ もまた語

るに落 ちる話である。 この点 を考慮 に入れ るとして も、ユ ダヤ人に対す る偏見が、 カ ト

リック教徒や アイル ラン ド人社会 に向け られた偏見 と同様、不条理 な ものであったこ と

に変 わ りはないのである。

しか も話が政 治的問題 と絡 んで くると、「愉快 な偏見」ではす まされな くなって くる。

例 えば、1849年5月12日 付 の 『パ ンチ』 に掲載 され た 「ミセス ・ハ リスの最後の スキャ

ンダル断片」 などは、1848年2月 のフ ランス革命 に際 して、パ リ市街 にバ リケー ドを築

いた 「危険な階級」 とユ ダヤ人 とを重ね合 わせ ている点で、相 当に深刻 な問題 をはらん

でいる。

表題 に い う 「ミセ ス ・ハ リス」は、デ ィケ ンズの 『マーチ ン ・チ ャズル ウィ ッ ト』

(1843-44)に 登場す るアル中の看護婦 として有名な、 ミセス ・ギャンプの影の対話仲 間

だ。 『パ ンチ』 は彼女 の 口を借 りて、1848年 にパ リで反乱 を起 こ したのはユ ダヤ人だ と

言わ しめてい るのであ る。

「愚か に も 『自由の旗』 と名づ け られ た 『革命旗』の正体 は、ふ だん着 のポケ ッ トか

らフィー ル ド・レー ンの住 人に渡 った、す り取 られ たハ ンカチにほか な らない し、 『自

由の帽子』は結局(中 略)、 ロン ドンの大通 りで、あの有名 な 「クロ!」 を呼ばわ りな

が ら」商いをす るユ ダヤ人古着商人の 「帽子 を何重に も重ねて固めた ものだったのであ
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る」。 そ して 『パ ンチ 』 のペ ー ジに は、 この 「自由 の帽 子 」 の 図 と ともに、 パ リに 出現

した 「ホ リー ウ ェル ・ス ト リー ト流の バ リケー ド」 と題 す る風 刺 画 が描 か れ て い るの で

あ る。 文 中に あ る 「フ ィー ル ド ・レー ン」 は、 本稿 冒頭 に 述べ た フ ェ イギ ンの巣 窟 が あ

っ たサ フ ロ ン ・ヒルの 一部 をなす ロン ドンで の指 折 りの貧 民街 、 そ して ホ リー ウェ ル ・

ス トリー トは 、 す で に言 った とお り、 ユ ダヤ 人 の古 着商 店街 として知 られ る ところ だ。

1848年 の フ ラ ンス騒 乱 時 にパ リに築 か れ たバ リケー ドを、 ロ ン ドンの ユ ダヤ 人 古着 商

店街 の 古着 の 列 に 喩 えて い るの は 、連 想 と して は面 白 いが 、 『パ ンチ 』 の こ の記 事 の 日

付 か らみ る と、 そ の根 底 に は、 明 らか に政 治 的 な意 図 が働 い てい た。 ロ ン ドンの ユ ダヤ

人群 像 を、 パ リ市街 でバ リケ ー ドの主役 を演 じた 「不 逞 の」 下 層労 働 者 と重 ね合 わせ る

こ とに よ って、 ユ ダ ヤ 人の 政 界へ の進 出 を牽 制 しよ う とす る狙 いが、 読 み とれ るの で あ

る。

(3)国 会議 員へ の道 の り

では、 その 頃 にお け るユ ダヤ 人 の政 界 へ の進 出の動 き と して、 具体 的 に どの よ うな こ

とが あ っ たの か。 この 問題 につ いて語 るため の手 が か りと して、 まず1851年7月26日 付

の 『イラ ス トレイ テ ッ ド ・ロン ドン ・ニ ュー ズ』 か ら 「ユ ダヤ 人問 題 」 の一 節 を引 くこ

とに しよ う。

下院 は過去5回 にわたって、英国のユダヤ人が英国の市民権行使の資格 を有 す る

こ とを、大差 をもって認定 したが、上院は5回 ともにこの提案 を否決 した。 ロン ド

ン ・シティの有権者は、2回 連続 してユ ダヤ人を国会議員 として選出、首都 自治区

グ リニ ッチ選挙 区民 も一度 はこの例 に倣 ったこ とがあ る。に もかかわ らず上院は、

すべ て を無効 として退け、過去の実績のみ ならず今後 におけ る成行 きの如何にかか

わ らず、法的には統制権 を発動 し得 ない集会 にお いて、 この件 についての意志決定

を行 っているの である。すなわち独 自の宗教的誓約 をもつ者 として、「キ リス ト教

徒 としての真 なる信仰」に基づ ぐ宣誓 を拒むユダヤ人は、 いか なる者 といえ ども、

キ リス ト教徒 を代表す る議員 として指名 され るこ とがあってはならないとい うこと

である。

こ こで問 題 とな っ て い るユ ダヤ 人 とい うの は、 ラ イオ ネ ル ・ネー サ ン ・ド ・ロス チ ャ イ

ル ド(1808-79)。1804年 に ロン ドンに定 着 して以 来 、財 閥 と して の地 歩 を固め た ネー サ

ン ・メイヤ ー ・ロスチ ャイ ル ドの長 男 と して生 まれ 、父 と ともに イ ギ リス にお け る ロス

チ ャイ ル ド銀行 の経 営 に携 わ った 人物 であ る。
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1847年 の総選挙の ときに、 ロスチ ャイル ドが、 ジョン ・ラッセル とともに ロン ドン ・

シティを代表す るホイッグ党の国会議 員 として選 ばれ たことか ら問題 はは じまった。 国

会議員 として正式 に議席 に着 くためには、先 の新聞記事 に もあるよ うに、「キ リス ト教

徒 としての真 なる信仰 に基づ いて」宣誓 を行 わねばな らなか った。 ロスチャイル ドはユ

ダヤ教徒 として、 この条件 を受 け容れ なか ったために、議席 を得 るこ とができなか った

のである。
デイスアビリテ イズ

ユダヤ 人の議員無資格 問題 をめ ぐっては、先 の 『イラス トレイテ ッ ド・ロン ドン ・ニ

ューズ』 の記事 に も反映 されているように、上下院が真 っ向か ら対立 していた。1830年

以来1850年 頃までに、下院は5回 に もわたって、ユ ダヤ人のために宣誓の方式 を変 え る

法案 を通過 させ たが、 その都度上院は これ を否決、同 じパ ター ンが くり返 されること前

後10回 目に して、1858年 によ うや く決着 が着 いた。 ロスチ ャイル ドの側か らみれば、

1847年 の初 当選以来11年 目。その間補 欠選挙 を含 めて総選挙が行 われ るご とに くり返 し

当選 を果た し、遂に問題 の 「キ リス ト教徒 としての」宣誓 を唱えることな しに、下院議

員の席 に着 くことがで きるよ うになった。す でに大物議員 として活躍中だったベ ンジャ

ミン ・デ ィズレイ リー、先程の 『イラス トレイテッ ド・ロン ドン ・ニュー ズ』の記事 に

あった グリニ ッチ選出の国会議員、 オールダーマ ン ・サロモンズ(彼 らは ともに イギ リ

ス国籍 を有 していた)を 含め る と、3人 のユダヤ人が国会 に議席 を占め ることになった

のであ る。

ところがここで明確に してお きたいのは、問題の 「キ リス ト教徒 としての」宣誓は、

しきた りとして存在 して いるのであって、制定法 としてあったのではなか った というこ

とである。 したが って、時の首相 ジ ョン ・ラ ッセルが もしその気になれば、下院 の決議

に従 って、 ロスチャイル ドの国会入 りを認め ることもで きたはず であ る。 しか しラ ッセ

ルは、 この問題 の早期解決 を図 ることに腐心 しなが らも、宣誓制度に頑 なに固執す る上

院の動 きに配慮す るこ とを忘れなかった。将来 に禍根 を残す ような強引な押 しき りは、

得策ではない と判断 したがゆえに、彼 は慎 重な態度 をとらざるを得 なか ったのであ る。

ユ ダヤ人の国会議 貝無資格制 の早期撤廃 を主張 しつづ け ていた 『イラス トレイテ ッ

ド ・ロン ドン ・ニュー ズ』は、 この ような経緯 を詳細に報 じる とともに、 ラッセル内閣

の命運にかけて も、ロスチ ャイル ドの国会入 りを早急に実現 させ るべ きだ と、気合 い を

かけ た。なか で も1850年8月3日 付の同紙 に揚げ られたユダヤ人問題 に関す る論説は、

論調の積極性 と具体性 か ら見て、注 目に値す る。

この論説は、ユ ダヤ人がすでに参政権 をもってお り、現に ロン ドン ・シティの有権 者

が、 ロスチ ャイル ドを国会議員に選 出 しているこ とを重視、 もし議員に課せ られ る宣誓

が、立法府の非キ リス ト教化 を防止す るための策 として行われている とい うの なら、 そ

れは もはや形骸化 してい るこ とを指摘 してい る。 その 「宣誓制度 に もかかわ らず、汎神
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論者や無神論者の国会 入 りを防止す ることはで きないであろ う。(中 略)た まに一 人の

ユ ダヤ人議貝が下院に席 を 占めた として も、現状 以上に、あるいは神 を信ぜ ぬ者や似非

キ リス ト教徒 によってすでに生 じているよ り以上に、国会の非キ リス ト教化 の恐れがあ

るとは、誰一 人 として思 わないであろ う。」 この実情 に照 ら して も、宣誓制度は廃 止 さ

れ るべ きだ とい うのが、『イラス トレイテッ ド・ロン ドン ・ニュー ズ』の一貫 した姿勢

であったのであ る。

しか し、 もともと意地悪 な風刺 を旗 じる しとして掲げている上 に、ユダヤ人に対 して

辛辣な態度 を とって きた 『パ ンチ』は、一向に和 らぐ気配 を見せ ていない。 当面の問題

と関連 して、 まず1847年4月10日 号 に載 った 「デ ィズ レイ リー氏の見解 に よる下院風

景」 を見てみよ う(図4)。

一見 してわか るように
、 イギ リスの国会がユダヤ人議員 によって構成 されていること

を想定 して描かれ1ペ ー ジ大の風刺画 カー トゥー ンで、画家はや は りジョン ・リー

チ であ る。重ね帽子 と長 いあ ごひげ、際立 ったユ ダヤ鼻、ぼ さぼ さの頬ひげな どに

よって特徴づ け られてい るユ ダヤ人議員たち と、彼 らに語 りか けるベ ンジャ ミン ・デ ィ

ズレイ リーが描 かれてい る。見た ところではいかに もロスチ ャイル ドの議員問題 と関係
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のあ りそうな絵だが、ロン ドン ・シティの選挙 区か ら彼が選 出されたの は、 これ よ り2

か月あ との こ と、 したがって リー チが この風刺画 を描 いたのは、実は全 く別の動機か ら

だったのである。

デ ィズレイ り一が大物政治家であ ると同時に、小 説家 として も有名であったことは周

知 の とお りだが、『コニングズビー』(1844)、 『シビル、 または二 つの国民』(1845)に

つづ く彼の3部 作最後の作品 『タンクレッ ド、 または新 十字軍』がこの年の3月 に出版

され た。『タンクレ ッ ド』は、ユ ダヤ民族の優 越性 とその栄光 を讃 えるために書か れた

作 品であった といって よい。「ディズレイ リー氏の見解 に よる下院風景」 は、 この こと

と関係があ るのだ。

デ ィズレイ リーは、1847年1月 に召集 され た国会 で最前列 の議席 を占め る栄光 を獲得

す るほ どの出世 をとげたが、政界での その出世は、彼 に向け られた偏 見 との戦いの過程

で もあった。彼 が旧約 時代のユ ダヤ民族の栄光 を精神的 に蘇 らせ ようとしたのは、 その

偏 見 を乗 り越 えて、超然た る姿勢 を持す るため で もあった。であ る以上 、当然宗教的対

立の問題 を整理 してかか らないわけにはいかな くなったのである。

デ ィズ レイ り一の神 学的思想 を要約す るのは容易 ではないが、『コニ ングズビー』以

来 の基本的な点 をあげれば、 まずはユダヤ人 を原始 キ リス ト教徒 として位置づけてい る
　 　

こと、 したがって キ リス ト教 は、ユ ダヤ教 を変革 させ た ものではな くて、 それ を完成 さ

せ た ものだ とい う解釈 を打 出していることだ。 その ような観 点に立 って彼 は、 キリス ト
デイヴイニテイ

がダ ビデ王の末喬のユダヤ人であ るという点を、 その神 性 よりも重視 してい るのであ

る。

『タン クレッ ド』 は、いわば こういったデ ィズレイ リー のユダヤ民族観 と宗教観 の集

大成 として書かれた作品であった。主 人公 タン クレッ ドは、最 高の地位 を誇 るベ ラモン

ト公爵家 の御曹司だ。国会議員 としての前途 を嘱望す る父親の期待 をふ り切 って中近東

に渡 り、パ レスチナ、エルサ レム、 シナイ山等の聖地 を巡 るなかで、彼 はさまざまな神

秘体験 を通 じて、上 に述べ た ようなデ ィズレイ リーの ドク トリンを くり広げ る役割 を果

たすの であ る。 なかで もタンクレッ ドと美 しい神秘的 なユダヤ人女性 イーヴ ァとの間に

交わされ る宗教 と教会 に関す る問答(第3編 第4章)は 、 その核心部分 を形成 している

といえよ う。

「わたしたち を迫害す るなんて!も しあなた方 〔キ リス ト教徒〕が 口でおっ しゃ

るの を本 当に信仰 として もってい らっ しゃるのなら、わた したちユ ダヤ人の前に脆

くべ きですわ!あ なた方は救国の英雄 の ためには銅像 を建 て ます わね。 わたした

ちは人類 を救 いま したの よ。それに対 して あなた方 は迫害 で報 いてお られ るので

す。」
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とい う風 にデ ィズ レイ リー は、彼が最 も訴 えたか った ことを、イー ヴァに言わ しめてい

るの である。

しか し、 この ような非正統 的な ドク トリンがすん な り受 け入れ られ るはず はない。

『タンクレ ッ ド』 は小説 その もの として も不評 であったが、特にユ ダヤ人の優越性 を主

張 したことで、 『パ ンチ』 を刺激す る結 果に なった。小説が刊行 されてか らま もな く、

「ユダヤ人のチャン ピオン」(1847年4月10日)と い う題の辛辣 をきわめ た批評が その紙

面にあ らわれたのであ る。 『パ ンチ』は 『タンクレ ッ ド』 を読んだ結果 として、「ロン ド

ンの街 々を行 商 してまわ るイスラエルの子孫」 すなわち古着商のユダヤ人 を引 き合

いに出 して、 まず彼 らの卑 しさを槍玉 にあげ る。 そしてディズレイ リーが、彼の理念 を

国会に持 ち込む ことをね らっている と想定 して、次の ように論 を進め るのである。

デ ィズレイ リー氏が、 モーゼ系 の議会 が ラグ ・フェア(東 ロン ドンの古着街 とし

て有名一 筆者)に 誕生す るまでは、彼の大使命の 目的は達成 されない と、心に決

めてかか ってい ることは明 白だ。(中 略)ユ ダヤ人の中には、切れ者 も確 かにい る

し、愛想 がよ くて有能 な人間 も大ぜ いいる。 しか しデ イズ レイ リーが、彼 の愛す る

民族に従 うこ とをわれわれに求め るのであれば、 まずは彼 らの不正行為 を改めてか

らに していただ きたいのである。

改め られ るべ き 「不正行為」 としては、安物の衣類、腐 った果物、偽物の宝石等々 をご

まか して売 りつけ ること、 そしてユ ダヤ人弁護士 の常習犯 的ないん ちき行為等々があげ

られてい る。古着商 のほか、 限ちれた選択の方法 しかなか ったユ ダヤ 人の職業が、いか

に彼 らに対す る偏 見の原点 となっていたか をよ くうかがわせ るのである。 この風刺文 と、

先にあげた 「ディズレイ リー氏の見解 に よる下院風景」 とは対応関係 にあって、 当時に

おけ るユ ダヤ人問題 に関す る 『パンチ』の記事 と絵 として印象深 く、 これ らに則 して多

くの ことを読み とるこ とがで きるのである。

(4)重 ね帽子 を蹴 とば して

それか ら2か 月後、 ロスチャイル ドの国政舞台への登場 によ り、ユ ダヤ教徒の宣誓問

題が表面化 してか らも、 『パ ンチ』 は、常套 的な古着商人 だけでな く、 シャイ ロックや

フェイギンのイメー ジまで狩 り出 して、それ をテーマ に した風刺画 を描 きっづ けた。 そ

して政界の要 人 として この問題 と深 く関わ り、 それ以降 さらに大 きな政治的影響力 をも

つ ようになるディズレイ リーに対す る 『パ ンチ』の風刺は、 ます ます辛辣の度 を加 える

よ うになる。顔 を映 し出す メデ ィアのなか った時代 におけ るこのよ うなあ りさまを想像
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してみ よ う。善 し悪 しにかかわ らず、 『パ ンチ』の図像 を通 じて、デ ィズレイ リーは、

国民に最 もよ く知 られた顔 となるの であ る。

1847年12月 に開かれた国会 で、 ラッセルによってユ ダヤ教徒無資格制廃止につ いての

動議が出された とき、デ ィズレイ リーがその支持のため に全 力 をつ くした とい うこ とは、

言 うまで もない。彼 はその ときの演説の中で、 あらため てキ リス ト教 とユ ダヤ教 との緊

密 な関係 を説 き、「ユ ダヤ教 を信 ず るこ とな くして、 キ リス ト教 は存在 し得 ない」 とい
4}

う 『タ ン クレ ッ ド』 以 来 の独 自の論 法 を展 開 させ た。

この破 天荒 の弁 論 は、 国会 をす っか り白け させ て しま った と伝 え られ るが、 なか で も

これ に対 して強 く反発 したの が、 オ ックス フ ォー ド大 学選 出の議 員 、 サ ー ・ロバ ー ト ・

ハ リー ・イン グ リスで あ っ た。 イ ン グ リス は、 ウル トラ級 のプ ロテ ス タ ン ト信 奉 者 で、

国政 につ らな る者 一 人一 人が純 粋 な キ リス ト教 精 神 を保 持 しなけ れ ば な らない こ とを理

由 に、 国会 で の宣 誓 制 の廃 止 に対 して、徹 底 抗 戦 の構 え を もっ て この 国会 に臨 ん で いた

ので あ る。1849年2月19日 付 の 『パ ンチ 』 に描 か れ た 「最 後 の 口説 き(ユ ダヤ教 徒 無 資

格 制 をな くす た め に)」(図5)は 、 この経緯 を映 した もの として興 味 深 い。 キ ャプ シ ョ

ン は、 さ らに 「フ ラン ク ・ス トー ン氏 の絵 画 に あや か っ て」 とい う断 り書 きが つ い てい

る。

「フ ラ ン ク ・ス トー ン」(1800-59)は 、 歴 史画 、 肖像 画 を得 意 と し、 デ ィケ ン ズ と親

交が あ って、 彼 の 『ク リスマ ス ・ブ ッ クス』最 終 編 『つ か れ た男 』 の挿 絵 画家 と して も

知 られ る。1843年 に 彼 は、 『最 後 の 口説 き』 とい う題 の油 彩 画 を、 ロ イヤ ル ・ア カ デ ミ

ー に 出 品 した。 肺 結核 で衰 弱 し きっ た 田舎 の若 者が 、 好 きな美 しい娘 に切 々 と言 い寄 る

け れ ど も、 つ れ な くは ねつ け られ て しま う とこ ろ を描 い た作 品 で あ る。

これ を も とに して、 ジ ョン ・リー チ は、 「田舎 の若 者(theswain)の 役 割 」 を 「ユ ダ

ヤ教 徒 の ジ ェ ン トルマ ン」 に 当て は め、 言 い寄 る若者 を拒 む 「つ れ ない女 」(theinex-

orable)の 役 割 を、サ ー ・ロバ ー ト ・イ ン グ リス に 当て はめ て描 き出 した の で あ る。 先

に言 った よ うな理 由か ら、左 背 景 に 「プ ロ テス タ ン ト教 会 」 とい う文 字 が 映 って い るの

も、 お 見逃 しな きよ う ご注 意 い た だ きた い。 ユ ダヤ 人 に対 して偏 見 まる 出 しの絵 を描 い

て きた リー チ に して は、 珍 し く和 らい だ雰 囲気 のユ ー モ ラス な作 品 で あ る。

次 に、 ユ ダヤ 教徒 の 国会 入 りに対 して 、 断 固 として 「ノー 」 を唱 えつづ け た、 サ ー ・

ロバー ト ・イ ン グ リス と関係 の あ る 『パ ンチ』 記事(1847年12月25日)を 、 も う一 つ紹

介 す る こ とに し よ う。 あたか も 『パ ンチ 』 がユ ダヤ 人 の権 利 主張 を代 弁 す る よ うな形 で、

イ ン グ リス あて に書 い た書簡 体 の 抗議 文 であ る。

ユダヤ教徒 の有資格 と無資格

サー ・ロバー ト ・イングリスに捧 ぐ

224



ヴィク トリア朝のユダヤ人像 ステレオタイプの成 り立ち

!.

1粟糀 侭

.謡§蕊

THELASTAPPEAL

(AGAINSTJEtiVISHDISABILI`PLI`;S).

BEINGAGREATLIBERTYT.aK酬WITIIMR.FRANKSTONE,SPI{'POSE.

THEPARTOでT麗SWAIN-一 一 一 一 一 一 均 α6!θπ伽Lα πqμ ハ6」翫 ゐγε初Persxusion.

THEINEXORA肌E。 一 一 一 一 一 。 一 物8f・R-U-tf1-rr一 ツZ→?卜 ・,

図5

濃

謹啓 ユ ダヤ人には脳がないのですか?ユ ダヤ人には心身の働 きが、思考 力が、

想像 力、判断力、理性がない とお思いですか?キ リス ト教徒 と同 じ法律 によって

治め られ、同 じ罰則に従 い、 同 じ訴訟の対象 とな り、同 じ裁判官 と陪審員 によって

同 じく恩典 に浴す る権利 をもち、同 じ く有罪無罪の裁 きを受け るのではないのです
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か?税 金 を課せ られて、納め ない ことがあ りましたか?租 税 を正金で払 わない

ことがあ りましたか?絞 首刑 にかけ られて死 なない ことがあ るで しょうか?あ

なた方 の行政 に従 うのであれ ば、私 たち もそれに参加すべ きでは ないのですか?

ほかの こ とであなたたち と同 じであれば、 この点だって同 じではあ りませ んか?

頓首再拝

一ユダヤ人よ り

ご存 じシェクス ピアの 『ヴェニスの商人』 第3幕 第1場 において、 シャイロックがキ リ

ス ト教徒 に向か って述べ る名せ りふの核心部分 をもじった ものであ る。

イング リスの猛 反対 に もかか わ らず、宣 誓制廃 止 に関す るラ ッセルの動議 は、賛成

233票 、反対186票 、47票 の差で可決 された。 しか し上院 での抵抗は根 強 く、問題の解決

をみ るまでには先 ほ ども言ったように、それか ら11年 の歳月 を要 した。1858年 、両院が

それぞれ独 自の宣誓方式 を採用す るとい う条件 を盛 りこんだ リュー カン卿の修正案が双

方 で採択 され、下院 においては、ユダヤ教 にのっ とった宣誓が認め られて、初 のユ ダヤ

教徒国会議員が誕生す るようになったのであ る。

『パ ンチ』(1858年7月24日)は 、「パ ンチの国会要録」欄に さっそ くこのこ とを取 り

あげた。 そして上院が一方においてはユダヤ教徒 の国会 入 りに反対 を唱 えなが ら、他方

ではそれ を許容 した矛盾撞着ぶ りを痛烈に皮肉 ったあ と、次の ような文章 をもって これ

を締め くくっている。

ギャロウェー卿 は、やがては 「放蕩宰相」の誕生す る 日が くるであろ うことを、強

図6
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い懸念 を もって警告 され た。 そ うなれば、「多額の賄賂 と引 き換えに、ユ ダヤ人貴

族 の創設 もなされ るであろ う」 と。 しか し、 この懸念は上 院議員諸卿 になん ら痛痒

を感 じさせ るところ とはな らなかった。か くして法案 は通過、 イス ラエルは欣喜痛

快 の思 いで、あ りったけの帽子 を思 う存分 に宙に蹴 り上げたのであ った(図6)。

「パ ンチ国会要録」 には例 によって特有の辛 口が感 じられ るが、添 えられ た挿絵 は、 い

かに も1858年 が、 イギ リスのユダヤ人に とって一つの転機 となったこ とを象徴す るよう

な絵 である。

注

1}EdwinPugh,TheDickensOrigins,T.N.Fouls,1913,p.249,LauriatLane,Jr.,"The

DevilinOliverTwist,"TheDickensian,1956,pp.132-36を 参 照 。

2)DonManuelAlverezEspriella,LettersfromEngland,2nded.Vol.3,1808,p.151.

3)"Butinthiscasehe[theDevil)didapear/Likeaslop-merchantfromWapping/...."

PeterBelltheThird,Part2,91-92.

4)詳 し く は 、Monypenny&Buckle,LifeofDisraeli,Vol.3,1914,P、68を 参 照 。
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